
環境ベテランズファーム セミナー
（2025年12月）

講師： 一般社団法人 日本飼料用米振興協会
理事・事務局長 若狭 良治

講師略歴：
19６９年3月 日本生協連・北海道支所 勤務
１９９１年3月～6月 日本生協連中央地連 事務局次長（組織課長）
1991年7月 コープかながわ へ移籍 コープ電動車両開発（株）業務部長、コープ低公害車開発（株）代表取締役専務
20０６年3月 任意団体 DME自動車普及推進委員会設立  事務局長
20０６年3月 株式会社北海道自然エネルギー研究センター（NERC) 取締役 東京支社長
20０７年7月 任意団体 超多収穫米普及連絡会 発起人、運営委員
2010年4月 一般社団法人 DME自動車普及推進委員会を組織変更、理事・事務局長
2014年4月 一般社団法人 日本飼料用米振興協会 設立 監事
2015年5月 一般社団法人 日本飼料用米振興協会 理事・事務局長（現在）



日本飼料用米振興協会・事業目的 2015年4月20日
中期活動計画 目標
１） 飼料用米生産及び給餌の本格的な拡大と定着
２） 飼料用米を給与した畜産物の一般消費者への普及と定着
３） 食料自給率と飼料自給率の向上
事業計画
１）飼料用米生産の本格的な拡大と定着
① 調査事業等 飼料用米生産と保管・流通の実態把握とコスト低減策の提案

多収飼料用米専用品種の実態把握と普及定着の推進
飼料用米の生産、栽培技術、専用品種、助成金、検査等の実態調査
飼料用米の給餌による畜産生産技術に関わる情報

② 飼料用米検査制度の実態把握と課題整理
２） 飼料用米を給与した畜産物の一般消費者への普及と定着
① 情報広報活動の推進
飼料用米普及へ向けての経験交流、シンポジウム、意見交換討論集会の開催、先進事例の見学会の開催

② 耕畜連携による循環型畜産の構築
畜糞堆肥の有効活用、食物残渣の利用・エコフィードの調査と普及

３）食料自給率と飼料自給率の向上
① 循環型畜産を普及、定着させる活動
大学、研究機関等による飼料用米の肥培管理、給餌方法などの研究成果の活用
飼料用米の低経費生産の実践事例の把握と分析

② 農政に対する提言の推進 飼料用米交付金制度の継続と運用改善への提言
③ 消費者、生産者、配合飼料メーカー、流通業者、関連事業界及び行政への情報発信
飼料用米給与畜産物の消費拡大・PR活動の推進・マスコミ媒体の積極的な活用・ホームページ情報発信



講演にあたって要望事項の確認

講演テーマ：
お米について考える 食料用米について、飼料用米について

基本的な希望紹介事項
・飼料米の位置付け、日本飼料用米振興協会の役割
・米生産に関する農政
・お米が消費者に届くまでのプロセスと関係団体
・今回の米価格高騰の原因、背景

特に現在の関心事
・食用米、飼料米、米菓、日本酒、味噌などへの配分の在り方と課題
・輸入米に対するお考え
・米作が果たす国土の保全（棚田など）瑞穂（みずほ）の国の役割は？
・大規模米作の課題、兼業農家の将来
・水田を用いない米作
・政治と農業政策



お米とは？
イネ（稲）の仲間は米、麦、トウモロコシ？

イネ（稲、稻、禾）は、イネ科イネ属の植物(1)。
属名 Oryza は古代ギリシア語由来のラテン語で「米」または「イネ」を意味する。
種小名 sativa は「栽培されている」といった意味である。
収穫物は米と呼ばれ、トウモロコシやコムギ（小麦）とともに世界三大穀物の一つとなっている。
稲禾（とうか）、禾稲（かとう）などとも呼ばれる。

(1)農研機構編『最新農業技術事典』（農山漁村文化協会 2006年）p.105
(2)禾:［音］カ（クヮ）（漢）［訓］いね のぎ 穀物の総称。
特に、イネ・アワ。「禾穀・禾穂」  出典 小学館デジタル大辞泉
(3)トウモロコシは、イネ科の中でも特に大きくなる植物の一つです。
茎：太くて丈夫   葉：幅広く長い  穂：実が密につき、食べ応えがある
これらの特徴から、畑での栽培に適しており、世界中で重要な作物として位置づけられています。





お米は植物としての品種の違いや、その性質などによって、いくつかに分
類することができます。

●お米の品種による分類

現在、世界で栽培されている稲の大部分は、オリザ・サティバ(Oryza 
sativa)というアジアで栽培されたアジア稲で、インディカ(インド型稲)、
ジャバニカ(ジャワ型稲) 、ジャポニカ(日本型稲)の3種類があります。

◆インディカ(長粒種) 一般的に、細長い米粒。
くき葉が長く、高温を好みます。

◆ジャバニカ(半長粒種)一般的に、やや丸型の米粒。
くき葉が長く、くき数が少ない。

◆ジャポニカ(円粒種) 一般的に、丸い米粒。
くきが短い。





●お米のでんぷん質組成の違いによる分類
・糯(もち)米
・粳(うるち)米
・その他： 醸造米・酒米、 赤米、 香り米

●お米の栽培法による分類
・水稲(すいとう): 水が大好きな稲
・陸稲(りくとう): 水がほとんどなくても作れる稲

日本ではジャポニカ・粳(うるち)・水稲の生産が大半を占めています。



日本酒は、酒造りに適した『酒造好適米』だけでなく、一般的なお米も材料に用
いられます。備蓄米には一定のニーズはありそうです。ただ、記録的な冷夏でコメ
が不足した『平成の米騒動』（1993年）の時に、いくつかの酒蔵が古いコメで酒を
造ったところ、古米の臭いがしてあまり出来が良くなかったそうです。日本酒は何
より香りが大切。現在はコメの保存技術も進化しているようなので使ってみなけれ
ばわかりませんが、４～５年前のコメでは少々不安は残ります

ちなみに、米焼酎は原料が古くても日本酒ほど影響を受けないようで、昨年放出
した備蓄米で製造された焼酎が、すでに販売されているという。

みそにはさまざまな種類がありますが、全体の９割がコメを材料に用いるため、
コメ不足は大きな問題です。国産の加工用米が高騰する中、備蓄米放出は本当にあ
りがたい。みそはコメを蒸してから煮るなどの製造工程があるため、古いコメでも
用いることができます。昨年の１万トン程度の放出では原料不足がそこまで改善さ
れなかったので、政府にはぜひ十分な量を放出してもらいたいです

とはいえ、備蓄米の量は限られる。進次郎は今後、ミニマムアクセス（最低輸入
量）米の活用も示唆したが、みそも日本酒も、国産米にこだわる業界の声は根強い。





精米の度合いによる、お米の呼び方

・玄米(げんまい)
玄米は籾(もみ)の籾殻を取りのぞいたもの。糠(ぬか)、胚芽(はいが)、胚乳(はいにゅう)がすべて揃っている状態
です。玄米の主成分は72%が胚乳部のでんぷんで、あとは7.4%のたんぱく質、脂質、繊維。ビタミン、ミネラルなど
も多く含まれています。成人病予防などの健康食品としても注目されています。
・胚芽米(はいがまい)
特別な精米機を使って精米し、胚芽の保有率が80%以上あるのが胚芽米。お米100gに2g以上の胚芽を含んでいます。
精米と比べてビタミンB1は2.5倍、ビタミンEは10倍以上あります。
・五分づき米・七分づき米
完全に精米しないで、途中で取り出したお米です。糠(ぬか)を50%取りのぞくと五分づき米、70%取りのぞくと七分
づき米になります。糠の量が少なくなればビタミン、ミネラル、繊維の量も少なくなります。
・白米(はくまい)
玄米から糠と胚芽を取りのぞいたものです。ほとんど胚乳部だけで、糠と胚芽の栄養分は失われますが、消化はよ
くなり、でんぷんやたんぱく質の栄養利用率は高まります。炊きあがりは真っ白で見た目にも美しく、口当たりが
よくなります。



玄米
【ごはん】 ボソボソしていて初めて食べるには、食べ難い。
【米粒】 籾殻（もみがら）を取り除いた状態。

※一番栄養価が高いが、クセがあり食べ難いのが欠点。

３分づき（３分精米）
【ごはん】 ボソボソ感がありますが、そこまで食べ難いことはない。
【米粒】玄米に近く茶色い。

５分づき（５分精米）
【ごはん】 ボソボソ感が残るものの食べやすい。風味がある。
【米粒】 胚芽もそのまま残り、白っぽさが出ている

※７分精米（７分づき）になれてきたらチャレンジしてみて下さい。

７分づき（７分精米）
【ごはん】 やわらかい食感も白米にかなり近く、食べやすい。
【米粒】 胚芽が少し失われている。白米にかなり近い。

白米
【ごはん】 一般的に食べられている白米です。とても美味しい。
【米粒】 白く精米されていて胚芽が失われている。

籾米
精米の度合いによる、お米の呼び方
精米度 大：食べやすく、味も良く、消化吸収も良いが、栄養成分は逆に減少
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KPIの定義と役割

KPIは「Key 

Performance 

Indicator」の略
で、「重要業績評
価指標」と訳され
ます。これは、企
業やチームが設定
した最終目標
（KGI）の達成度
を測るための中間
指標です。
KPIは定量的な数
値で設定されるこ
とが多く、目標達
成に向けたパ
フォーマンス状況
を客観的に評価す
るのに役立ちます。
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東京農業大学 デザイン農学科

社会デザイン農学研究室 加藤 浩

https://x.gd/0k4um

飼料米専用品種の特徴と育種の現状飼料
用米



58.5kg（2009年概算値）

118.3kg（1962年）が最大値

日本の一人当たりの米の消費量食用
米



米の生産量の推移食用
米



稲作付面積の推移食用
米



飼料用米

稲発酵粗飼料（WCS)
（黄熟期収穫）

稲ワラ

飼料
用米



稲発酵粗飼料と飼料用米の作付面積の推移飼料
用米



•飼料用イネ品種の分類

飼料用米

給与先：牛の粗飼料

稲WCS

給与先：牛、豚、鶏の濃厚料

リーフスター
たちすがた
タチアオバ

クサホナミ
夢あおば
モグモグあおば

北陸193号
モミロマン
もちだわら

茎葉多収型
品種

茎葉子実多収型
品種

子実多収型
品種

ふくひびき
タカナリ
ミズホチカラ

飼料
用米



飼料
用米



品種名 耐倒伏性

きたあおば やや弱

みなゆたか 強
べこごのみ 強
ふくひびき 強
べこあおば 強
夢あおば 極強
クサユタカ 強
タカナリ 極強
ホシアオバ やや強
北陸193号 極強
モミロマン 極強
ミズホチカラ 極強
モグモグあおば 強
クサホナミ 強
クサノホシ やや強

食用稲品種（比較）

日本晴 やや強

ニシホマレ やや強
コシヒカリ 極弱

飼料
用米



飼料
用米



飼料用米の育成目標

玄米(籾）の多収

高い玄米品質、良食味は不要

玄米収量
1t/10a

飼料
用米



「みなゆたか」

耐冷性が強く、いもち病にも強く、玄米収量が高い

品種名 出穂期 成熟期 稈長 粗玄米重 粗玄米重 精玄米重 精玄米重

比較品種 (月．日） (月．日） （cm） (kg/10a) 比率（%） (kg/10a) 比率（%）

みなゆたか 8.06 9.26 78 663 111 612 111

（むつほまれ） 8.06 9.23 73 598 100 553 100

飼料
用米



・飼料米の位置付け、日本飼料用米振興協会の役割（１
◆本部事務所とリモート支局（さいたま）所在地

■一般社団法人 日本飼料用米振興協会 JーFRA ジャフラ

■法人名：一般社団法人 日本飼料用米振興協会

■英文明：ＪＡＰＡＮ ＦＥＥＤ ＲＩＣＥ ＡＳＳＯＣＩＡＴＩＯＮ （Ｊ-ＦＲＡ）

■所在地：東京都中野区弥生町１丁目１７番３号 〒164ー0013

■連絡先：０３－３３７３－８１１９

■代表者：代表理事 海老澤 惠子

■設 立：２０１４年４月１日 ２００８年以来の活動拠点として設立した任意団体「超多収穫米普及連絡会」を発展継承し
て、一般社団法人日本飼料用米振興協会を設立しました。引き続き、ご支援、ご協力、ご参加をお願いします。

コロナ禍でテレワークが普及しましたが、日本飼料用米振興協会はボランティアによる活動が主で、設立当初よりテレワーク
を進めてきました。現在、理事会や定時社員総会などもZOOMを活用した意見交換や集約を行っており、リモート支局の役割は
重要となっています。

▼名 称：さいたまリモート支局 を設置しています。

▼住 所：さいたま市南区内谷５－４－１４－１００６ 〒３３６－００３４

▼担 当：若狹良治 理事・事務局長

▼メール：postmaster@j-fra.or.jp     wakasa_ryoji@j-fra.or.jp

▼ＵＲＬ：http://www.j-fra.com 新ホームページを開設しました。

▼ＵＲＬ: http://www.j-fra.or.jp



・飼料米の位置付け、日本飼料用米振興協会の役割（２
2008年7月26日（土）午後1時30分～4時30分畜産・大パニック阻止学習
会を開催しました。この時から、協会の前身が出発しました。
https://x.gd/soNzi その後の活動 https://x.gd/PrOaV

会場：新宿家庭クラブ会館 渋谷区代々木3-20-6 TEL 03-3370-6322主催：
畜産・大パニック阻止学習会実行委員会（準備会）

消費者と生産者の有志 20名による呼びかけで開催された。

消費者と生産者の有志 20名による呼びかけで開催された。

消 費 者：浅井和雄、井口信治、伊藤和夫、上原公子、榎谷雅文、海老澤
惠子、 甲斐真澄、金子美登、清水鳩子、辰濃和男、中塚敏春、蓮尾隆子、
土方彰子、平田迪子、松村敏子、若狹良治

生産者団体：

青森ときわ村養鶏農業協同組合 専務理事 石澤直士

畜産農民全国協議会 会長 森島倫生

千葉県長生地域畜産振興協議会 会長 中村種良

https://x.gd/soNzi
https://x.gd/PrOaV




年間開催事業として行ってきた行事紹介

◆飼料用米多収日本一表彰事業 https://x.gd/919eO

1915年～ 農林水産省との共同事業として、飼料用米単収当たりの収穫量の年
度の多収穫を実現した生産者を表彰する事業。

農林水産省穀物課との共同事業。

JA全中、JA全農、日本飼料工業会、日本農業新聞の協賛

◆飼料用米普及のためのシンポジウム https://x.gd/Q9p7p

2008年11月に開催以来、毎年、生産・流通・消費の立場からの経験報告や理
論・研究棟の発表会を開催してきました。

◆コメ政策と飼料用米に関する意見交換会 https://x.gd/eKYGN

主として報道関係者を中心にして、飼料用米に関わる農政や技術などの意見交
換を行ってきました。

https://x.gd/919eO
https://x.gd/Q9p7p
https://x.gd/eKYGN


その時々の課題に対しする提言・アピールの発信
https://x.gd/ghuOd
【提 言】2025年10月31日 「水田政策の見直し」に向けた政策提言
【提 言】2024年飼料用米決議 飼料用米普及に向けての提言2024

第１０回飼料用米普及のためのシンポジウム２０２４ 提言を発表しました。

⓵ 食料安全保障は国内生産の拡大を大前提とすべきです
⓶ 水田の生産力を最大化する飼料用米を食料安全保障の要として位置づけるべきです。
⓷ 飼料用米に求められているのは安定供給の確保です。
⓸ 飼料用米の交付金の上限は撤廃すべきです。
⓹ 多収で高タンパク米の品種開発を再開するべきです。

【アピール】2023年6月30日 2023年定時社員総会決議
飼料用米普及に向けてのアピール2023 「食料安全保障の鍵をにぎるのは水田農業と飼料用米」

【アピール】2022年6月24日 2022年定時社員総会決議
飼料用米普及に向けてのアピール2022 「飼料用米は食糧安全保障の要である」

【アピール】2021年6月10日 2021年定時社員総会決議
飼料用米普及に向けてのアピール2021 

「いま日本農業とその未来が問われています。今こそ飼料用米の増産を呼びかけます！」





・米生産に関する農政
・お米が消費者に届くまでのプロセスと関係団体
・今回の米価格高騰の原因、背景













戦後の日本人口推移（１９４５年～２０４５年）１００年間の変化は？

















令和6年産米の個別経営体の10a当たり生産コスト
は13万2,112円で高止まり、直近10年で平成27年産、
令和5年産に次ぐ高水準

米生産に関する農政
1 個別経営体（調査結果の概要）
令和6年産米の主産物に係る生産コ
ストである10a当たり資本利子・地
代全額算入生産費（以下「全算入
生産費」という。）は13万2,112円
で、前年産に比べ0.6％減少し、
60kg当たり全算入生産費は1万
5,814円で、前年産に比べ0.8％減
少した。
また、副産物注に係る生産コスト
も含めた10a当たり生産費総額は13
万6,858円で、前年産に比べ1.1％
増加し、60kg当たり生産費総額は1
万6,382円で、前年産に比べ0.8％
増加した。
注：副産物とは、調査対象経営体が主産
物（玄米）として販売しなかった、ふる
い下米、稲わら等である。



2 組織法人経営体

令和6年産米の主産物に係る生産コ
ストである10a当たり全算入生産費
は9万7,057円で、前年産に比べ
2.4％減少し、60kg当たり全算入生
産費は1万2,090円で、前年産に比
べ2.1％増加した。
また、副産物に係る生産コストも
含めた10a当たり生産費総額は10万
2,126円で、前年産に比べ0.1％増
加し、60kg当たり生産費総額は1万
2,721円で、前年産に比べ4.7％増
加した。

更新日：令和7年10月31日
担当：農林水産省
令和6年産 米生産費



特に現在の関心事
・食用米、飼料米、米菓、日本酒、味噌などへの配分の在り方と課題
・輸入米に対するお考え
・米作が果たす国土の保全（棚田など）
・大規模米作の課題、兼業農家の将来

スマート農法とは？（大規模、高効率化？）

・水田を用いない米作（乾田直播はメタンが出ない？）
・政治と農業政策













乾田（おかぼ）直播は２千年超の水田の役割を否定してしまします。

昨今、報道機関が、コメ不足を補完し、生産量も高める手段として、乾田直播推進の情報を流してい
るようですが、大型機械が入れて、直播だから作業も簡単というわけという理由です。
また、水田は、有機物が腐敗して二酸化炭素を出すので水田はエコでないと説明しています。

水田が増えているならまだしも、「減反政策」により水田が減少しており、更に水田悪者論を拡げて
います。
似たようなことが乳牛、肉牛にも向けられれ、牛のゲップは温暖化メタンガスを出すのでエコでない
という。しかし、牛のゲップのメタンガスは７年で消失するし、３年でほぼなくなります。また、牛
が増えたわけではない。増えているのは、廃棄食料品の腐敗によるメタンガスです。

水田が温暖化になると言うので、中部電力などは、乾田直播の稲・米づくりに３億円もの助成金を出
しているという。
乾田は愛知県が最も多く、水田をなくせば、脱温暖化に貢献しているとする、宣伝です。

上図は乾田と湛水の直播の稲作の表であるが、少なからず驚かされた。乾田直播が増えたのは何より
も規模拡大、大型化が可能であるためである。逆に言えば、乾田をするためには大型機械などの初期
投資が必要になる。更に農薬の多用が可能になるし、農薬不適応の雑草稲が増え、数年で変える輪作
の導入が必要になる。

・水田を用いない乾田直販の米作



日本は欧米に比して緯度が低く多雨で急峻な列島である。山林が多く平地が少ない中、
コメ栽培の水田が開発されて来た。水田の持つ環境保全や大小動物のなどに負荷をか
けることなく、２千年以上にわたり、稲を作付けしてきた。豊芦原瑞穂の国と言われ、
稲の作付けは日本文化の礎でもあった。江戸時代は通貨に比肩する役割を持ち、大
名・侍はコメの石高で表現されてきた。

高度経済社会では、成長しないコメは目の仇とされ、多くの後継者を都会に吸い上げ、
コメ作るな政策、減反政策でとどめを刺してきた。国民の食生活を変えて、豊かに
なった感見えるが、先人の築き上げてきた保全の思想すら評価しなかった。

乾田に使える農薬は幅広い。効率を求め他の作物同様に、遺伝子組み換え作物が研究
開発が進んでいる。恐らくは、乾田は遺伝子組み換えコメに程なく変わるであろう。

乾田直播は稲わらを還元しない。肥料などに還元された稲わらはそれこそメタンガス
は出さずに、窒素は田にかえされる。僅か十数年の乾田直播の連作障害は必ず発生す
るが、それも畑作導入など輪作で乗り切れるかは不明である。

前述の雑草稲は、除草など効かない。乾田は次世代にに何を残すか全く不明である。
水田がアジアの膨大な人口を、農薬の化学肥料もトラクターなどない時代から支えて
きた歴史と現実を直視しなければならない。 



緯度帯ごとの放出について説明します。北半球高緯度（60°N-90°N）で
は湿原が最も大きな放出源になっていて、化石燃料がその次です。温帯
地域（30°N-60°N）では、化石燃料と農業と廃棄物が大きな放出源に
なっています。熱帯地域（30°N以南）では、湿地と、農業と廃棄物から
の放出が大きいことがわかりました。

2017年の地域ごとのメタンの収支を見ると、メタン放出の約64% は熱帯
地域に起源があります。32%が温帯地域、北半球高緯度地域からの放出は
わずか4%です。人為起源の主要な放出源は南アメリカ、アフリカ、南-東
南アジア、中国にあります（世界合計の約50%）。熱帯と亜寒帯では湿地
が、アジアでは農業と廃棄物が主要な放出源となっています。温帯地域
では農業と廃棄物、化石燃料からの放出が同程度です。



メタンの放出量は、2000~2006年から2017年の間に約50 TgCH4 /年の幅で
増えていますが、特に熱帯域で大きく増加（約30 TgCH4 /年）していま
す。次いで中緯度域（15-20 TgCH4 /年）です。意外なことに、温暖化が
速く進むといわれている北半球高緯度からの放出量は現在のところ増加
しておらず、永久凍土からの放出も現時点では少ないため、変動は小幅
です。

メタン放出源の変化をさらに細かく地域ごとに見ると、化石燃料に関す
るものの増加は、北アメリカ（米国）、アフリカ、アジアからの放出に
よるものです。農業と廃棄物起源放出の増加は、ほとんどがアフリカ、
南アジア、南アメリカからのものです。アフリカで増えているのは、家
畜や化石燃料の採掘からの放出が増えているためです。ヨーロッパは世
界で唯一減少傾向が見られています。放出減少の主な原因は、農業と廃
棄物部門の作業工程におけるメタン放出量削減の対策が進んだことです。







https://www.kubota.co.jp/kubotatanbo/history/life/living.html


・政治と農業政策

この後、皆様にお伝えします。
現実的課題が山積しています。



https://www.kubota.co.jp/kubotatanbo/history/life/dress.html


環境ベテランズファーム Webセミナー



このセミナーにご質問・ご意見のある方はEVFのＨＰから質
問内容・ご意見を送信お願いします。
今月末までに寄せられたご質問は講師に取りまとめてお
取次ぎし、後日、セミナー報告の中の主要な質疑応答に集
約してHPに掲載いたします。

環境ベテランズファーム セミナー
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